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　1月5日号の広報なすしおばらでは、三島通
みちつね

庸について紹
介しました。今回は、三島通庸とその長男、三島弥

や た ろ う
太郎に

関する文化財を紹介します。
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三島親子の肖像画
～社会に功績を残した親子～

　

那
須
野
が
原
開
拓
の
先
駆
者
で
あ
る

三
島
通
庸
。
彼
が
亡
く
な
っ
た
後
、
三
島

農
場
の
移
住
人
を
中
心
に
寄
付
が
集
ま

り
、
明
治
39
年（
１
９
０
６
）に
三
島
神

社
が
創
建
さ
れ
、
大
正
２
年(

１
９
１
３)

に
は
画
家
の
長な
が
は
ら原
孝こ
う
た
ろ
う

太
郎
作
の
肖
像
画

が
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
通
庸
亡
き

後
、
三
島
農
場
の
経
営
は
、
長
男
の
三

島
弥
太
郎
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
通
庸

の
子
と
い
え
ば
、
現
在
放
送
中
の
大
河

ド
ラ
マ「
い
だ
て
ん
～
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ

ク
噺
～
」に
登
場
す
る
、
日
本
人
初
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
一
人
で
あ
る
三
島

弥や
ひ
こ彦

が
有
名
で
す
が
、
長
男
の
弥
太
郎

も
日
本
社
会
に
多
く
の
功
績
を
残
し
た

有
名
人
で
す
。

　

弥
太
郎
は
、
貴
族
院
議
員
を
務
め
な

が
ら
、
横
浜
正
金
銀
行
の
頭
取
、
第
８

代
日
本
銀
行
総
裁
を
歴
任
し
、
市
中
銀

行
の
預
金
金
利
協
定
の
成
立
に
尽
力
し

ま
す
。
彼
が
亡
く
な
っ
た
３
年
後
の
大

正
11
年（
１
９
２
２
）に
は
、
父
の
通
庸

と
同
様
に
、
長
原
孝
太
郎
に
よ
り
描
か

れ
た
肖
像
画
が
三
島
神
社
に
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
通
庸
と
弥
太
郎
の
肖
像
画
は

２
枚
と
も
現
存
し
て
お
り
、
市
の
指
定

有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
現
在

は
那
須
野
が
原
博
物
館
に
所
蔵
）

　

日
本
社
会
や
那
須
塩
原
市
に
多
大
な

功
績
を
残
し
た
三
島
家
。
三
島
地
区
を

訪
れ
る
際
は
ぜ
ひ
彼
ら
の
思
い
を
感
じ

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

三島通庸（左）と三島弥太郎（右）の肖像画　　作：長原孝太郎

日本遺産認定記念講演会
「明治貴族が描いた未来
　～那須野が原開拓浪漫譚～」

お知らせ

▶とき　3月2日㈯　午後1時30分～
▶ところ　乃木温泉ホテル（下永田1-993-11）
▶内容　基調講演、パネルディスカッション
▶定員　200人　※定員を超えた場合は抽選。
▶参加費　無料
▶申込方法
　郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、電話番号、
　同行者数、同行者氏名を明記し、はがき・FAX・メー
　ルで次に申し込む
　　◎下野新聞社営業局業務推進部
　　　　　　　「日本遺産　那須野が原」係
　　　〒320-8686　宇都宮市昭和1-8-11
　　　FAX　028（625）1132
　　 　　gyosui@shimotsuke.co.jp
※後日、聴講券が送付（同行者がいる場合は代表者
　に送付）されます。
▶申込期限　2月22日㈮　※当日消印有効。
▶問い合わせ　下野新聞社営業局業務推進部
　☎028（625）1104  ※平日の午前9時～午後5時30分。


